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BYK-W 980

BYK-W 980
常温硬化型樹脂系および接着剤、ポリエステル成形コンパウンド、湿潤マット成形および
引抜成形用途において粘度を低下させ、フィラーの沈降を防止する湿潤分散剤

製品データ

組成
不飽和ポリアミンアミドと酸性ポリエステルの塩の溶液

一般性状
本データシートに記載されております数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 0.99 g/ml
不揮発分 (10分, 150℃): 80 %
引火点: 66 °C
酸価: 40 mg KOH/g
アミン価: 30 mg KOH/g
バイオベースの炭素含有量(ASTM D6866): 61 %

貯蔵および輸送
分離および濁りが生ずる可能性があります。30-60 ℃に加温して十分に撹拌してお使い下さい。

適用分野

常温硬化型系

特長
本添加剤により、炭酸カルシウムおよび水酸化アルミニウムなどの各種汎用フィラーの分散性が向上しま
す。充填系樹脂の粘度が低下するので、フィラーの配合量を高めることができます。多くの系において、
貯蔵時および加工時のフィラーの沈降が防止できます。

推奨用途
不飽和ポリエステル樹脂、アクリル、ウレタンおよびエポキシ樹脂に最適で、各種用途において非常に効果
的です。

推奨添加量
フィラーに対して添加剤として、0.5–1.5 % 

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
最適性能を得るには、本添加剤を添加してから固形分を添加して下さい。
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接着剤およびシーラント

特長
本添加剤により、炭酸カルシウムおよび水酸化アルミニウム（ATH)などの各種ミネラルフィラーの湿潤分散
性が向上し、粘度が低下するので、フィラーの配合量を高めることができます。同時に、フィラーの沈降が低
下するので、結晶の析出が防止できます。多くの系において、BYK-W 966よりも効果的です。

推奨用途
ウレタン、エポキシおよびアクリル樹脂をベースとする接着剤に最適です。

推奨添加量
フィラーに対して添加剤として、0.5-1.5 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
最適性能を得るには、本添加剤を添加してから固形分を添加して下さい。

SMC, 湿潤マット成形および引抜成形

特長
本添加剤により、湿潤マット成形およびHMCポリエステル成形コンパウンド中のフィラーの湿潤分散性が向
上します。粘度が低下するのでフィラーの配合量を高めることができ、ガラス繊維の濡れ性が向上し
ます。引抜成形において、本添加剤によりフィラーの湿潤分散性が向上するので、含浸用バス中のフィラー
の沈降が防止でき、粘度が低下するのでガラス繊維の濡れ性が向上します。

推奨用途
HMCポリエステル成形コンパウンド、UP/VE、エポキシおよびアクリル樹脂をベースとする湿潤マット成形お
よび引抜成形用途に最適です。

推奨添加量
HMC成形コンパウンドおよび湿潤マット成形用途では、フィラーに対して添加剤として、1-2 %
引抜成形用途では、フィラーに対して添加剤として、0.5-1.5 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
最適性能を得るには、本添加剤を添加してから固形分を添加して下さい。
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